
1 班

自分自分自分自分 地域地域地域地域 行政行政行政行政 今から今から今から今から その時その時その時その時 被災後被災後被災後被災後
見 出 し見 出 し見 出 し見 出 し 地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と

誰    が誰    が誰    が誰    が い    つい    つい    つい    つ

自分一人では避難
できない

対　　　    策対　　　    策対　　　    策対　　　    策

・今までの経験を教える　・各自で消火器を持つ
・地区の消火器は、玄関などに設置して、だれでも使
えるように！
・ＮＴＴ柱、四電の柱に消火器をつける
・ガスが止まるような装置を各戸につけよう

・公務員を各自主防災組織に入ってもらう
　→ただし、公務員を外した方がいい場合もある（災
害時に出勤するため）
・働ける人たちに役割（自主防）を担わせる
・高齢でも元気な人がいるので役割を担ってもらう
・次世代につなげるために、小・中学生たちを巻き込
む
・学校で教える

老人が避難場所へ
スムーズに行ける
か！

老人が多い、若者
が少ない。そのため
助け出す事が出来
にくい

避難、救出

高齢者対策高齢者対策高齢者対策高齢者対策

単独避難困難 老人世帯が多い 老齢化の為、区民
の皆さんの共同と
協調で安全な場所
での安心を得たい

地震時の火災が心
配

火災 火災の発生

家具倒れる家具倒れる家具倒れる家具倒れる

家具の転倒防止が
進まない（お金の問
題がある）

火災火災火災火災

家屋の倒壊

家屋の倒壊で救出
困難
※高齢者大半

四万十会場

トイレ問題トイレ問題トイレ問題トイレ問題

液状化対策液状化対策液状化対策液状化対策

その他その他その他その他

開催地

埋立地が主であり、
地震時の家の全壊
が予想されることの
対策

各家の地震の備え
が出来にくい

地球が割れるかと
思う音は地震７以
上
”飛び出すこと”

トイレの確保

液状化（堤防も含
め）

停電、水洗トイレの
使用が出来るか？

地震
避難施設なし
火災キケンあり

生命は初動が大切情報不足－伝達方
法

―

・穴を掘って、囲ってトイレをつくる
・下水マンホールをトイレ代わりに
・移動式トイレを地区で確保

―

家屋の倒壊家屋の倒壊家屋の倒壊家屋の倒壊

・家屋の診断

・リヤカーで運び出す
・一輪車を地区で用意する

負傷者対応負傷者対応負傷者対応負傷者対応

負傷者の対応

町の中で家が詰
まってます
古い家が多すぎ、
倒壊の危険大

家の倒壊

―



2 班

自分自分自分自分 地域地域地域地域 行政行政行政行政 今から今から今から今から その時その時その時その時 被災後被災後被災後被災後

開発前の土地形状
がわかれば対応が
早いのではないか

水が有るか？

埋立て地で地盤の
軟弱なこと
全壊する？

傾斜地の用地があ
るので水道管が心
配（断水の可能性）

震度６とか７とか予
想して、自然の力は
予想困難

ケガ人を病院へ搬送す
るのが困難になる
道路が崩れるなどで不
通になる、とか予想さ
れる
病院が近くにない

開催地

弱者弱者弱者弱者

水・食べ物・水・食べ物・水・食べ物・水・食べ物・
電気電気電気電気

液状化現象

地盤の液状化で家
の倒壊心配

停電時の対応

埋立の用地なので
地盤が心配（谷を埋
めている）

飲み水の確保

食べ物が有るか？

・水・食べ物、置く場所

四万十会場

火災火災火災火災

家が密集している
ので火災

火災発生の場合の
消火活動
－消防車は来れな
いかも－

山津波
ガケ崩れ

山津波による川の
遮断、増水被害

津波が心配 津波は四万十川を
なぜ遡上するか

中和周辺の堤防は
強度が大丈夫か

避難時の集合場所
を公園としている
が、近くの斎場も利
用したい

避難場所までが遠
い

避難場所の少ない
こと

集落の中央を流れ
ている川が崩れな
いか

避難道の確保はで
きるか

避難場所への道の
確保

い    つい    つい    つい    つ

老人の避難方法

対　　　    策対　　　    策対　　　    策対　　　    策

地盤地盤地盤地盤

・家の補強

避難途中の山の崩
壊

夜なら道がわかる
か

山崩れがあるので
は？

山津波山津波山津波山津波

―

見 出 し見 出 し見 出 し見 出 し 地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と
誰    が誰    が誰    が誰    が

逃げるルートが海
の方向

逃げる時間がない

堤防が壊れたら津
波がくるかどうか？
救助する時間があ
るか

・避難訓練
・実用している消火器の補充など、消耗品の使用後の
補充を官の方にお願いしたいです
・壁の生垣化

―

津波津波津波津波

・津波がどこまで来るのか？調査
・堤防は大丈夫？

避難道の確避難道の確避難道の確避難道の確
保保保保

・避難場所をつくる
・安全な避難ルート
・電柱の地中化

避難場所避難場所避難場所避難場所



3 班

自分自分自分自分 地域地域地域地域 行政行政行政行政 今から今から今から今から その時その時その時その時 被災後被災後被災後被災後

自分・家族が最優
先

○ ○○

○ ○

○○

○

○

四万十会場開催地

○

・非常食の用意をする
・通院方法の事前研究と日常の健康管理

―

居住地へ津波がくる
か？

ハード整備が機能
するのか？

出かけている先で
の避難場所がわか
らない

河川側農地の作業
での避難

（被災した時）動け
なくなった時、助け
にきてもらえるか

区長の立場で、一
人住まいの老人が
心配
共助の問題

情報公開（弱者、病
人）

防災放送は設置さ
れているのか？

避難場所を設定し
にくい

その他その他その他その他

医療と食料物資の
確保

高齢者、独居者など
弱者の救助
人員に余裕がない

地区住民の意識が
低い

安否確認ができる
か不安

連絡方法として携帯
電話しかないが、他
の方法は

佐岡は浸水しない
か？

避難建物はどこ？

自主防災組織の有
効な活動方法（取り
組み方法）

備えに対する意識
が低い

避難場所を知らな
い

・防災倉庫の設置

・自主防災組織を活性化させる

自主防災組織がう
まく機能するか不安

見 出 し見 出 し見 出 し見 出 し

山の崩壊により家
が潰れる

液状化による家の
倒壊

住居の耐震性は？

がけ崩れ

地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と
い    つい    つい    つい    つ

津波による被津波による被津波による被津波による被
害害害害

家具の転倒防止を
していない

火災 家の倒壊

津波の到着と避難
経路の関係、樋門
を閉めることができ
るか(国土省)

洪水を想定して津
波は想定してな
い？

津波で後川はどうな
るのか？

対　　　    策対　　　    策対　　　    策対　　　    策

・自分で調べる

○

誰    が誰    が誰    が誰    が

○ ○

山崩れの心配箇所
が多い

地震による直地震による直地震による直地震による直
接被害(津波・接被害(津波・接被害(津波・接被害(津波・
土砂・家屋倒土砂・家屋倒土砂・家屋倒土砂・家屋倒
壊)壊)壊)壊)

・がけ崩れ対策は日頃より各自、常に点検しておく
・家具の転倒防止対策

要援護者要援護者要援護者要援護者

○

・避難については、各自・各家庭で検討させておく

地域の意識地域の意識地域の意識地域の意識
が低い(自主が低い(自主が低い(自主が低い(自主
防)防)防)防)

○

避難場所の避難場所の避難場所の避難場所の
心配心配心配心配

道路が通れないとき
どうする？

低地帯にある為、自
家用車の避難場所
がない

・個人情報も大切だが、個人の人の生命に係ること
　各人の意識でどうにもできる？

○ ○

・市の広報で徹底
・公的機関の協力と事前説明を受けておく→樋門



4 班

自分自分自分自分 地域地域地域地域 行政行政行政行政 今から今から今から今から その時その時その時その時 被災後被災後被災後被災後

誰    が誰    が誰    が誰    が い    つい    つい    つい    つ

近くに池があるが、
つぶれたら心配
海からの高さ４ｍ程
度

対　　　    策対　　　    策対　　　    策対　　　    策

・わかりやすい看板
・日頃から隣人同士のつながりを作っておく

見 出 し見 出 し見 出 し見 出 し 地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と

外国人への避難も
考える必要がある

津波が到着する時
間、マチマチ（津波
の高さ）によるけれ
ど、どうすれば良い
か？

要援護者の避難の
可否（津波から）

避難避難避難避難 津波時、高い所へ
逃げる時間が無い
ので一時避難場所
がほしい

情報情報情報情報

職場からの避難は
困難である事

障害者や老人の人
達の避難する場所
を確保できない恐れ
がある

アジアの人達の情
報がむずかしい

お互いの連絡網の
断絶への不安

地震後の離れて住
んでいる家族の情
報がほしい

山奥の住民の心配
として、地震時の時
の通信方法をどうす
るのか

旧大方町ふるせんに
避難した場合、戸が閉
まっていた場合、どう
すればよいか
特に雨降りの場合

街のつくりが古く、
狭い路地が多いた
め、避難路が確保
できないかもしれな
い

一時避難場所をつく
る為に国・県・町が
建設費を助成して
ほしい

避難場所に行くまで
の道が崩壊する恐
れがあり心配

職場職場職場職場

職場で地震発生時
の避難誘導の仕方
がうまくできるか不
安

逃げ場所逃げ場所逃げ場所逃げ場所

・指定管理者が開けにくるのではないの→地元の人にカギを
預ければ解決できる
・旧大方町アカツキ会館の場合も、ふるさとセンターと同じ

外国人対策外国人対策外国人対策外国人対策

開催地 四万十会場

地震発生時の地方
行政職員の教育は
出来ているか

公共施設の職員の
机の背後のキャビ
ネット等、物置きが
職員の背後に倒れ
かからないか

津波による建物や
道路の崩壊や浸水

習慣の違いがあっ
てむずかしい

土佐清水は消防署
が大変危険な場所
（海岸）にあるため、
市民の救助ができ
るかどうか

黒潮町消防署現在
場所で大丈夫です
か？

自宅への山津波に
よる危険性の高さ

弱い立場の人を大
切に

Ｒ５６号が寸断さ
れ、町全体が孤立
化し、救援がこない

―

地震計の設置場所
４．２ｍの高さでは、
１回来ればパー

西日本全体が被災
すると、高知県の西
部は特に救助部隊
が入ってこれない
（地理的ハンディ）

その他その他その他その他

公共施設など公共施設など公共施設など公共施設など

・消防署を安全な所へ移転
・消防等だけに頼らないよう日頃から地域との連携を心がける
・安全な場所に移転する話があれば協力する
・公共施設の建設計画を作成する時に地震対策を盛り込む

―

町内に病院が少な
いので、ケガ人が出
ると手当てが行き届
かない

消防屯所が浸水危
険エリア内にある
出動出来るか？
→火災の対応が心
配

山が鳴る
山からの落石が心
配です

１９４５年地震発生
時、家が倒れて人
が敷かれて近くに火
災が発生して非常
に困った

・アジアの人に理解しやすい表現で避難所を示す「安全な場
所」という意味で
・日頃から避難場所と避難ルートの確認をしておく
・誰が見ても理解できる避難標識をつくる（全国共通のもの）

自宅自宅自宅自宅

・公営住宅などをつくり、一番上を避難場所とする

・津波が落ち着くまでの一時避難場所をつくる
　→高い所が必要

地盤が砂地であり、
家屋の倒壊が心配
である（家が古い）

自宅の倒壊


